
~^'~L*7~~~~-~f~=~l ~<~-~~i~~E~f Bull Health & Sports Scrences, Univ. of Tsukuba 9 : 79-90, 1986. 

~~~~~ U V* ~ ~ ~ ~[J f~ ~) 7t ~) ~) ~~f~Jf~~~*~~ -

;~r ~~~;¥ ~~ ~~__ 

A Study on Beautiful Poses 

-through Figure Drawing for a New Dance Creation-

Miki WAKAMATU 

The purpose of this study is to clarify ideal postures of a human body. This has long been 

considered an important element of dance. 

There are two aspects of study in this field , one is the performer s and the others is the audiences . 

The second aspect is investigated here through pictures drawn by one hundred and ten students 

(fifty three males and fifty seven females) of Tsukuba Uriiversity who were required to draw a whole 

naked body . The students were allowed one week to consider the study . 

The pictures were analyzed by a computer FACOM M-380 of Tsukuba University . The result are 

devided into five sections below . 

1 . The frequent sex in the picture : the male body was drawn more frequent 55 . 5% : males depicting 

a male totaled 86.7% , and females depicting a female totaled 71.8% . 

2 . Body propotion : Iong legs and slim torso were depicted : the average length of leg measured 

91. 1% of the sitting height. 

3 . The most frequent combination of parts of the body : it was a body seen from the straight front 

side , standing in short stance with one arm u~ and the other down with extended elbows . 

4 . Frequent poses : dance poses totaled 30.9% ･ Poses bearing concrete meaning totaled 30.9% . 

Poses without any meaning totaled 38 . 2% . 

5 . New posibility of the poses : feminine poses were seen 17 . 5% among pictures depicted by females. 

Strange poses were also seen, crouched poses like an embryo measured 8% , there was also one dead 

body in a coffin surrounded by flowers. 

An appreciation of the points elucidated in this study may give new inspirations in selecting a pose 

on stage for dance , in creating more aesthetically satisfying postures for the dance . 
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弥I6〕，ヨーロッパではノヴェール14〕注2〕以後に多く

見られ，古典研究にも結びついている。

　第三は創作者のための姿態論である。しかしこ

の分野においては，創作以前に形態があるべきで

なく，『形態の無い舞踊』11〕であるべきだと言う建

前から，二次的に扱われている。

　例えばハンフリー8〕の創作法でも，姿態の追及

は創作の出発として捕らえられてはいるが，その

追及は主題の意味にそった姿態形成論であり，美

的姿態そのものを形成する意識は，表面には現れ

ていない。その根底の意識には，美的姿態を類型

として捕らえるべきでないと言う認識が見られる。

　一方，ホール6〕，ファスト8〕らの文化人類学や，

心理学，最近では記号学などが人体の動作を対象

とし，身振りの類型化，姿態の類型化を行ってい

乱ダンス創作においても，姿態の類型を具体的

に研究すべき時期に来ている。

　本研究はこうした時流を踏まえて，第三の研究

分野である創作ダンスにおける姿態研究を目的と

している。

　方法の設定

　美的姿態の意識は情報の送り手・振り付け師・’

踊り手の側と，情報の受け手・観客の側との二面

性がある。情報の送り手側については八十年舞踊

作家協会’8〕で一部行っているので，本研究は，今日

の観客の好みに焦点を当てることにし，まず筑波

大学付属中学生193名（男97，女96）に描画法
（Draw　A　Person，以下D．A．Pと略す）を実施し

た。

　予備調査は『一番好きな動作の一瞬やポーズを

一人の人問の全身像として描いて下さい』と体育

教師に依頼し，口答で教示してもらい，昭和59年

7月に集計し，検討した。

　その検討によって，次のような反省が生まれた。

　1．対象者の夢の要素が強すぎ，美的姿態と離

　　れがちとなり，やはり大人の感覚が求められ

　　る。　　　　　　　　　　　　　一

　2．画像には衣裳や小道具を排除した方が良い。

　3．独自性が求められ，漫画風俗的様相は好ま

　　しくない。

　4．性差が色々結びつくのでそれを明らかにし

　　たい。

　5．一瞬の画像では，図示の説明が求められる。

　こうした反省から，次の方針を建てた。

　1I対象は大学生程度の成熟が必要である。

　2．衣服や小道具に影響を受けない全身像が求

　　められる。

　3．或る程度の考察時問が求められる。

　4．性差を，別紙に記述する。

　5．言語による説明も求められる。

　このようにして得られた画像を，どう分析する

かについては，問題を建て，解答を求めるなかに

見出すこととする。

　問題は以下の五つとした。

　1．美的姿態の担い手の性別

　2．美的姿態の担い手のプロポーション

　3．美的姿態の部位の組み合わせ

　4．型と意味
　5．新しい美意識の発掘

　方法の手続

1．問題を解決するために，パフォーミング・アー

　ツに関心のある筑波大学比較文化論IIの履修学

　生を中心に110名（男53，女57）を選び，美的姿

　態に関する絵画，彫刻，詩，写真，演劇，舞踊

　などを考察のあと，A4版グラフ用紙に，別紙

　説呵つきの美的姿態についての画像を描いても

　らった。学生は，60年2月，10か月の授業を経

　ており，美的姿態の比較文化論的基礎はある程

　度期待された。画像作成の為に，教示後，更に

　一週間の考察期間を与えられた。

2．美的姿態の語については次の様に教示された。

　『美的』とは歴史的展望から個人，社会差を認

　め，『好きなものの程度の高いもの』と置き換え

　ることが可能なものとし，『姿態』とは野村の用

　語13〕により，身体の運動を『動作』，静止の状態

　を『姿態』という事とした外，運動の一瞬も姿

　態として取り上げるものとした。

3．出題は『衣服の助けを借りない全身像の美的

　姿態を考察し，一体だけ描き，別紙にその理由

　を付せ』とした。

4．問題を解決するため，計量的方法が採用され

　る。筑波大学大型計算機システムFACOM　M

　－380を西島尚彦の操作により使用した。

　その項目は以下の13項目，計算は35項目52回行

われた。

調査項目13項

項目をy1～V13とする。
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Tab1e1．Items　for　computation

1 Vl 14 RV3　V且÷（V2－Vヨ）×100 26 t－test，Ftest

2 V。 15 RV．V。÷V。×100 27 crosstabsofVrV旦

3 V目 16 RV．V。÷V。×100 28 V1rRV冨

4 V。 17 RV．V眉÷V。×100 29 V1rV1rRV。
5 V。 18 RV．y。÷V。×100 30 V1rV1rV島
6 V日 ユ9 RV．V固÷V。×100 3ユ VirV］。一V1。

7 V。 20 RV。一V1 32 correlationcoefficients

8 V目 21 RV呂一V1 33 RV。一RV。

9 V。 22 RVドVl 34 re1ationofitems

10 Vlo 23 RV。一V1 35 depictor’s　comection　with　items

11 V11 24 RV。一V1

12 Vl。 25 RV。一V1

13 V1昌

V1＝sex，V2＝heig阜t，V3二1eg1ength，V4＝arm　length，V5二height　of　cranium
V6＝chest　breadth，V7：hip　breadth，V目＝d三rection　of　head，Vo：direction　of　icon，

V　lo＝posture　of　hip，V　l1＝arm　shapes，V12＝arm　shapes　conveying　certain　meanings，

V1ヨ＝centra1positionofpicture．

　V1は画像の性と描き手の性で

　1．男が男を描く

　2．男が女を描く

　3．女が男を描く

　41女が女を描く～ものとする。

　V2は画像の身長を計るもので，身長を踵より頭

頂までと定め，髪をも含める。単位はミリ単位の

四捨五入としV7まで同様とする。又補正可能なも

のは補正し，不可能なものは欠番とした。

　V3は股下（下肢長）に当るもので，解剖学的規

準を採らず，見た目の長さを求めた。

　V4は腕の長さ（上肢長）で，脇の下より手先ま

での長さを測定した。

　V5は頭蓋の高さで，あごから頭頂の髪の上端ま

でを測定した。

　V6は肩峰幅で洋服寸法の肩幅を測定した。

　V7は腰幅で，腰の一番広いところの幅を測定し

た。

　V8～V9までは，形態を類別し，その番号を付し

たもので，類別の集計が行われる。

　V8は頭部の体斡の方向について5段階とする。

　1．正面
　2．横向き

　3．下向き

　4．上向き

　5．後ろ向きに捻ったもの

　V9はダンスで大切な左右の向きを，顔で見るも

ので3段階とした。

　1．正一面

　2．向って左・下手向き

　3．向って右・上手向き

　V10は腰の位置について，バレエを下敷きに6

段階とした。

　1．ソーテ（saut6）・跳び

　2．ルルベ（re1ev6）・背伸からドゥジエイム

　　（deuxiεme）・45度までのスタンスを採るも．

　　の

　3．前項より低くドゥミ・プリエ（demi－p1iε）・

　　やや膝を曲げたもの，または60度までのスタ

　　ンスを採るもの

　4．グラン・プリエ（grand　p1iε）前項より低く

　　腰の位置が膝頭まで下がるもの

　5．前項からより低くしゃがむもの

　6．前項から更に低く床に伏すものまで

　V11は腕の型で，両肘曲げ，両肘伸ばし，片肘伸

ばし他方を曲げる型を12段階とした。腕の分類判

別は，現実の画像に基き三人で判定したもので，

全ての腕の型を網羅したものでない。また曲げる

伸ばすの規準は肘の角度が30度未満，或は150度以

上，伸びたもの，反対に30度以上，又は150度未満

を曲げたものとした。
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　ユ．両腕交差の深く抱く型

　2．両腕交差しない深く抱く型

　3．両手首交差する浅く抱く型

　4．両手首接触し胸を抱くもの

　5．両肘が曲がり平行手となるもの

　6．両肘が反対に曲げられるもの

　7．両肘を伸ばし両手上に挙げるもの

　8．両肘を伸ばし両手上下に伸ばすもの

　9・両肘を伸ばし両手直角に開くもの

　10．両肘を伸ばし両手下に下げるもの

　1ユ．両腕が下向きで片方曲げるもの

　12両腕を挙げ片側伸ばし他方を曲げるもの

　V12それらの腕の型に，意味のあまり無いもの

と有るものがある。これを4段階に分ける。

　1、具体的意味を担ったもの

　2．お辞儀などの社会的なもの

　3．ダンスに呆られる型を採るもの

　4．意味のあまりない仕草となるもの

　V13は心理的傾向を見るため画像の片寄り方を，

画面の中心を0とする架空の象限の分類で9分類

とした。

　0．中央
　1．左上
　2．右上
　3．左下
　4．右下
　5．中央上

　6．中央下

　7．中央線右横

　8．中央線左横

　これらは5ミリ以上の中心のずれを指し三人の

判定によった。

　結果と考察

　計量的方法が求められるものと，そうでないも

のがある。まづ問題の、1，2，3は計量的解決が

期待される（表ユ）。

　1　美的姿態の担い出の性別

　一体の全身像を出題した意図は，美的姿態の担

い手が女性優位か，それがどの程度にか，と言う

ことにあった。舞踊芸術においては，17世紀は男

性優位の時代，18世紀は女性優位の時代，そして

4　　　　　5　　　　　　　6

ユO

11 12

Fig，1　Arm　shapes　of　V11

　　　1－6，both　arms　bending

　　　7－10，both　arms　stretching

　　　ユユーユ2，one　arm　bending　and　other］s

　　　stretching
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今日はベジャールに観るように男性が活躍する時

代注3〕ではないだろうか。民問においてもブレー

ク・ダンス注4〕に於ては，少年が中心であり，ニュー

ヨークのダンス公演も男性が多く活躍する。時代

によって性の優位が変るものと考えられる。集計

では全体の55．5％が男性像で，描き手の性が像に

反映し，男の86．7％，女の71．8％が自已の性を描

いた（表2）。その理由はともあれ，美的姿態イコー

ル女性像，とはならず，前述の時代の反映が観ら

れた。ここでの結果から，現代日本の舞踊公演で

男性舞踊手がもっと多く進出して良いと，提案す

ることは適切であろう。

Tab1e2．Picture　and　the　sex．

N ％ cum．freq N ％

M．M． 45 40．9 40．9 M．M．十M．F、 53 48．2

M．F． 8 7．3 48．2 F．M．十F．F． 57 51．8

F．M． 16 14．5 62，7 M．M．十F．M． 61 55．5

F，F． 41 37．3 100 M．F．十F．F． 49 44，5

tOtaユ 110 100 220 200

M．M．ma1edepictingama1e
M．F．maledepictingafema1e
F．M．fema1edepictingamale
F．F．fema1e　depicting　a　fema1e

N＝mmbers，cum，freq．＝cumu1ative　frequency

　2　美的姿態の担い手のプロポーション

観賞に耐える肉体はダンスにとって不可欠であ

る。そのプロポーションを以下見てみよう。

　1．身長と手先から手先まで真横に伸ばした距

　　離の割合は（2×V4＋V6）÷V2×100＝98．1，

　　身長100に対して98の割合となり，美的調和が

　　とれ，実像より手脚が長い画像となっている。

2　脚の長さを股下として，座高で割り100を掛

けた下身長比の指数はV3÷（V2－V3）x

1OO＝91．1，と実像より脚長となっている注5）。

V1の描き手の性が有意であり，女性は脚長に

描く傾向を持つが，像の性は有意ではない（表

　3）。女性に人気のある舞踊家は脚長が良いこ

　ととなる。

Tab1e3．Leg1ength　re1ative　to　sitting　height．

N 文 S．D． N 文 S，D． N 文 S．D．

M．M． 45 82，99 12．80 M．M． M．M．
十 53 83．89 13．41 十 61

M．F． 8 88．84 16．47 M．F． F．M． 87．54 16．75

F．M一 16 ユOO．05 20．ユ7 F．M． M．F．
十 57 97．69 30，60 十 49

F．F． 41 96．77 34，OO F．F． F．F． 95．48 31．79

F＝3．160 F＝8．989 F＝2．792
Sig．＝O．0277 Sig．＝O．O034 Sig．＝O．0977

　一TotalX＝91．107 TotalS．D．＝24．15

RV呂＝V畠÷　（V2－Vヨ）×　100

Sig＝significant，F＝F　test，X＝mean

3　肩腰比をV6÷V7x100，とすると男は肩幅

を広く描き有意である。しかし女が腰を大き

く描く傾向は有意でない（表4）。
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Tab1e4．Chest　breadth　relative　to　hip　breadth．

N 一
X

S．D． N 一
X

S．D、 N ■
X

S．D．

M．M． 45 135．96 25．30 M．M、 M．M．

十 53 135．30 24．60 十 61 135．94 24．70

M．F． 8 129．33 18．55 M．F． F．M．

F．M． 16 135，90 皇3．95 F．M． M．F．

十 57 121．94 21．67 十 49 117．61 18．28

F．F． 41 116．09 17．99 F．F． F．F．

F＝4．987 F＝6．994 F＝13．848

Sig．：O．O032 Sig．＝0．0098 Sig．＝O．0004

　　’TotalX＝128．302 TotalS．D．＝23．927

RV2＝V6÷V7×　100

Table5．t－test　from　ti11RV7．

Group1 Group11

N 一
X

S．D． P．v． S，V． Sig． N ’
X

S．D． P．v一 S．V． Sig．

RV2 40 135．295 24．60 O．416 O．010 ＊ 49 135．943 24．70 O．OOO O．O00 ＊

44 121．945 21．67 35 117．605 18．28

RV3 52 83．893 13．41 O．OOO O．003 ＊ 60 87，540 16．75 O．098 O．119

57 97，689 30．60 49 97．475 31．79

RV4 52 37．343 5．97 O．O07 O．225 60 37．2！6 6．85 O．109 O．116

57 弄g・103 8．OO 49 39．546 8．2C

RV5 52 15．O09 2，70 O．O09 O，291 60 15．244 3．58 O．672 O．668

57 15．696 3．89 49 15．521 3．14

RV6 40 23．936 4．88 O．408 O．O02 ＊ 48 23．782 4．63 O．OOO O．OOO ＊

44 20．655 4．29 36 20．132 4．35

RV7 40 17．957 2．87 O．178 O，290 49 17．659 2．99 O，747 O．755

44 17．201 3．56 35 17．424 3．64

Group1＝ma1e　or　female　depicted（M．M．十M．F．／F．M．十F，F．）
Group11＝ma1e　or　female　icon（M．M．十F．M．／M．F．十F．F、）
P．V．＝Poo1ed　variance，2－tai1prob．

S．V．＝separatevariance，2－tai1prob．

身体部位の身長比，V3，V4，V5，V6，V7

　などのV2比，における描き手と像の性差

　はV3÷（V2－V3）×100，V6÷V2×100，V6

　÷V7x100，が有意であった（表5）。

4　頭部と身長の割合，V2÷V5＝6．5，では頭

が大きく六頭身半となった。しかもV1の性差

はなく，髪を分離出来なかったせいもあるが，

ゴーマン5〕による’と，高い知能を持った人の

特徴であると言う。更に，歌舞伎に於ても，

舞台人に顔の比重が大きいことが良いとされ，

ギリシア劇に於ても顔より大きいマスクを付

ける。これは縞麗な顔をという以上に，語り

　　掛けることへの期待，ということがあり，学

　　生の像もこれと同様に考えられる。

　3　美的姿態の部位の組み合わせ

　頻度の高い身体部位を集計し，次に部位間の関

係や性との関係を見てみよう。

　1．顔は正面向き，両膝伸ばした立位で，自然

　　なスタンスをとり，両腕伸ばし，片方を上，

　　他方を下に下げた姿態が頻度の高いものとし

　　て合成された（図2）（表6）。この形態が，

　　クラシック・バレエに於る代表的な型である

　　アラベスク・ウーヴェルト注6〕を内包し，また

　　人に呼び掛ける姿でもある。この姿態をツア
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Table 6. Combination of body segments, higher rank items are shown here . 

category N
 

%
 

E
 
dif ference 

v8 1
 
center 67 60 . 9 20 . o 40 . 9 

direction of head 2
 
side 16 14 . 5 -5 . 5 

4
 
u p per 10 9.1 -10 . 9 

v9 2
 
lef t cheek 51 46.4 33 . 3 13 . 1 

direction of icon 1
 
straight front 33 30 . o -3.3 

3
 
right cheek 26 23 . 6 -9 . 7 

VIO 3
 
demi- plie~ 33 30 . o 16 . 7 13 . 3 

position of hip 2
 
releve 32 29 . 1 12 . 4 

4
 
grand pli6 21 19 . 1 2.4 

V11 8 s. up per/lower 17 15 . 5 8.3 7.2 

arm shapes 7 s, both upper 14 12 . 7 4.4 

3
 
bend cross hands 14 12 . 7 4,4 

V12 4 no meaning 42 38 . 2 25 13 ,2 

meaning of arm 3
 
dancing 34 30 . 9 5.9 

l
 
meaning 23 20 . 9 -4 . 1 

E = expected value , s . = stretched arm 

/~ IJ 7;~~")~~7~~~;~~~~ ~~~~f'l'~~*'1~:=~-"-"'~'-'HTl^L), f l~ 

= T~ )/*)~~~f~:*~~c~~_~~;~1= ~ ~H~I L) ~ v･ ~ . 

2 . ~~~_.~~~c~v>~V8~~'{='~r, V9~~~U~~;~ ~7 T~ 

;~~{~~f~~ Vlo:)l~~~~~~~ ~, ~'l'~cDt~i<~( 

l~f~,~>;{~=*=* ~ ~) O ~t (~~ 7 ). 4~~~cDl~l~f~J ~ 

~~~~*c!)}~~i~f~~,,,,~~)~~~, ~E;~)~_-j_~~i~~~,~ ~ 

~~C~~~~U~ V* *~L~~~~i~L~:~~~_~;~~;~Ef!~~ 

f*'~iL ~l~~*~~~U~V* ~ . )~;~ ~~ )/;~~~f;'~~~),~~~'~~~7~~J~C 

~>C~,1'~~~~~CD~--_~.~~ ~J ~~ ~ ~ ~)~~~V* ~ ~~' ~ 

~~~i~ ~ ~~ ~"). ~~}'1'~~C ~ ~ U ft~t_~.~J~~J~: ~ ~L 

~>~~. 
3 . ~~O:){**~~L~:u~~C1)V'~VIO~t~7. V1~~~lJ ~~f;~ 

Fig . 2 

t
 

i
}
 ~
 compound body in 

segments 
without any meaning: 
stance: uperllower arm: 

s~eing center . 

Table 7. Face and direction of the body. 

¥
 

most frequent 

standing in wide 
showing left cheek, 

V。 1 2 3 tOtal

V呂

9 ユO 1 20

1
22．O 24．4 2，4 48．8

O 2
2

7 9
O 4．9 17．1 22．O

3 1 0 4
3

7，3 2．4 O 9．8

1 3 1 5
4

2．4 7．3 2．4 12．2

O 2
5

1 3
O 4．9 2．4 7．3

tOta1 13 18 10 41

31．7 43．9 24，4 100

contingency coefficient = 0.610 

Sig. = 0.002 
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クロス集計を，脚長グループ（2の2の指数

91．1以上）で見ると有意であり，V1の女性が

描く女性は，45度以内の，脚をすぼめた型，

男性が描く男性像は，60度までの，やや広い

スタンスを取る傾向が多い。これは，現実の

経験を反映している。脚の長いダンサーは中

腰になったりすることは不得意で，脚の短い

ダンサーが重心の落ちたアレグロに力を発揮

するものである（表8）。また脚の短いグノレー

プでは有意が見られなかった。

Tab1e8．Long　leg　group　under　V10－V1．

Vl M．M． M．F、 F．M． F．F． rOWtOta1

V1。

O 2 O 1 3
1
O 3．3 O 1．6 4．9

10 3 O 8 21
2

16．4 4．9 O 13．1 34．4

11

3 O 3 5 19

18．O 0 4，9 8．2 31．1

6 0 1 3 10

4
9．8 O 1．6 4．9 16．4

O 0 O 2 2
5
O O O 3．3 3．3

4 O 1 1
6 6

6．6 o 1．6 1．6 9，8

31 5 5 20 61

50．8 8．2 8．2 32．8 100

cotingency　coefficient：　O，557

Sig．＝　O．025

4　腕の型と意味についてV11を行，V12を列

　とするクロス集計を，脚長グループで見ると』

有意であり，両腕を一直線に伸ばした無意識

の仕草や，合掌し祈るものなどが多い。脚長

グループで無いものも有意で，両腕を上下に

一直線に伸ぱした舞踊的姿態や，両腕を挙げ

た無意識の仕草が多く見られた（表9）。舞踊

の姿態が脚長グループで無いものに姿を見せ

たことは，腰の安定を求める舞踊についての

無意識の理解とも受け取れる。

5　腕の型と意味についてV11を行，V12を列，

　とするクロス集言十を，V8の首の5項目で見る

Tab1e　g．Long1eg　group　under　V11－V12、

V1。 1 2 3 4 rOWtOtaI
V11

O O 1 O 1
1
O O 1，6 O 1．6

2 O O 3 5
2

3．3 O O 4．9 8．2

2 1 3 3 9
3

3．3 1．6 4．9 4．9 14．8

O 5 O O 5
4
O 8．2 O 0 8．2

2 1 O 2 5
5

3．3 1．6 O 3．3 8，2

2 O 1 3 6
6

3．3 O 1．6 4．9 9．8

1 0 2 3 6
7

1．6 O 3．3 4，9 9．8

1 O 3 6 1O

8
1．6 O 4．9 9．8 16．4

O O 1 1 29
O O 1．6 1．6 3．3

10 1 O O 1 2
1．6 O O 1．6 3．3

11 1 O 3 2 6
1．6 O 4．9 3．3 9．8

！2 O O 3 1 4
O O 4．9 1．6 6．6

12 7 17 25 61

19．7 11．5 27．9 41．O 100．O

cotingency　coefficient＝　O．7！0

Sig、＝　O．O02

　と，正面向きのグループのみが有意であった。

これは両腕を挙げた無意識の仕草や，両腕を

直線とした無意識の仕草などに特徴が見られ

た（表10）。つまり正面を向くことと，人に働

きかけることが同種の行為であると理解され

　る。

6　腕の型と意味についてV11を行，V12を列，

　とするクロス集計を，V10の腰の位置の5項

目で見ると，脚の位置が，45度以内のものが

有意であった。片肘を伸ばし片肘を曲げ，上

方向きとなる舞踊動作が多く見られた。これ
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Table10．Neck　direction　under　V11－V12－
showing　straight　front　side．

V1。 1 2 3 4 rOWtOta一
V11

4 O 1 2 7
2

6．O O 1．5 3．0 10．4

O 1 2 3 6
3 O 1．5 3．O 4．5 9．o

O 5 O 0 5
4 O 7．5 O O 7．5

3 1 O 1 5
5

4．5 1．5 O 1．5 7．5

2 0 3 2 7
6

3．O O 4．5 3．0 10．4

1 O 1 7 9
7

1．5 O 1．5 10．4 13．4

3 0 3 6 12

8
4．5 O 4．5 9．0 17．9

1 0 O 1 2
9

1．5 O O 1．5 3．O

10 2 O 0 2 4
3．O O O 3．0 6．O

11 1 O 2 2 5
1．5 0 3．0 3．O 7．5

12 1 O 4 O 5
1．5 O 6．O O 7．5

18’ 7 16 26 67

26．9 10．4 23．9 38．8 100

　contingency　coefficient＝　O．729

　Sig、＝O

　　はアティテユードの形態を含み，ブラシス注7〕

　　以来のクラシック・バレエやインド舞踊，日

　　本の歌舞伎舞踊などに普遍的に見られる人類

　　の二重性注8〕の表現であろう（表11）。

　4　型と意味
　舞踊の形態を分析するには，形態の持つ意味内

容を無視することが出来ない。しかし形態と意味

は，形態は現象として明らかなのに対して，意味

内容は解釈的多様性を持ち，同一基準で論ずるこ

とは出来ない。しかし，この異った尺度は，犯罪

行為に於ては，その犯意が絶えず問題とされ，明

瞭な行為から，犯意を推定し，裁判制度注9〕が成立

している様に，社会的に生きている尺度でもあ糺

Tab1e11．Hip　Position　under　V11－V12－
standing　in　short　stance　to　releve．

V一。 1 2 3 4 rOWtOtai
Vl1

2 O O O 2
2

6．3 O O O 6．3

1 1 3 2 7
3

3．1 3，1 9．4 6．3 21．9

O 3 O O 3
4
O 9．4 O O 9．4

1 O O ！ 2
6

3．1 0 O 3．1 6．3

O 1 O 2 3
7 O 3．1 O 6．3 9，4

O 0 3 O 3
8
O O 9．4 O 9．4

1 O 2 O 3
9

3．1 O 6．3 O 9．4

10 O 0 1 1 2
O 0 3．1 3．1 6．3

11 O 0 1 1 2
O O 3．1 3．1 6，3

12 O O 5 O 5
O O 15．6 O 15，6

5 5 15 7 32

15．6 15．6 46．9 21．9 100，O

　contingency　coefficient＝　0，780

　Sig．＝　O．005

　この様な思考法の存在が，舞踊作品に反映して，

動作や形から意味内容を想定し解釈することを容

易にさせ，さらにその基礎の上に舞踊独白の発展

が，舞踊固有の解釈法を形成したものと思われる。

　20世紀初頭に，フォーキンは舞踊作品に於て『何

を』が重要でなく『如何に』が重要であると述べ

た4〕。1930年代に入ると，バランチンのアブストラ

クト・バレエ注10〕に例を見る様に，現代音楽の構造

を視覚化した作風が産まれた。こうした流れは抽

象的なものの確立をもたらし，それ等の類型の集

積により，その解釈から，遂には象徴的な理解が

成立したことを示すものである。

　画像に於ける＜抽象性〉と＜象徴性〉を検討し，

現代の傾向を見ることは今日的課題であろう。

＜抽象性〉
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1．抽象性とは『特別なプロットやムードを持た

ないイディオムの舞踊作品』2〕，『振り付け者の意

図のみで進行するプロットを持たないバレエ』m）

と言う使い方をする。つまり，画像のうち，具体

的状況の明らかでないものを指すと言えよう。

　V12はこうした調査である。まず具体的状況が

明らかなもの・多くの人に明瞭な意味を持ち，か

つ実用的目的動作と受け取れるもの，すなわち，

作業を行なう・操作する・状況を説明する動作な

どを集計し，20．9％（男22．6％，女17．5％）となっ

た。このうち男性の画像に具体的一性格付けをした

ものは，男の描き手の91．7％，女の描き手の70．O％

と多く，男性が具象的イメージを代表しているこ

とを示している。

　反対に非具象的なものは，状況の明瞭でない姿

態・文脈を持たない単純な動作そのもの・ムード

に至る前の感情の一瞬，などを集計すると38．2％

（男41，5％，女21．8％）となった。この場合は同性

像に抽象的性格を与えるものが多く，男81．8％，

女59．1％となった。さらに様式的な，祈る・お辞

儀をするなどの動作10．O％（男9．4％，女
10．5％），ダンスの形態が30．9％（男26．4％，女

35．1％）見られた。祈る・お辞儀は様式性のため，

抽象に近いが具体的状況を持ち，ダンスの形態は，

踊るという具体性は有るが現実世界の中では，抽

象的扱いを受ける。こうした角度から全体の

69．1％を抽象的姿態と捕らえることも出来る。

　ダンス像を描いたものでは，女性の95％が女の

踊りを描いたが，男性でも78．6％が男の踊りを描

き，美的姿態の担い手に男性像が過半数を制した

ことと合わせて，時代の流れを感じた。

　しかし，踊っている像や，抽象的姿態とされた

ものに形態の目新しいものは見られず，形態を情

動から切り放し発展するという，形態の分節化は

見られなかった。つまり，結果と考察2－4で，

「顔の大きい像・訴えかけのある像」，が選ばれた

様に，学生は‘庸動のある訴え掛けの強い何かを，

求めはするが，しかしそれは，過剰な意味を避け，

含蓄の深いものでなく，何気ない意味となる抽象

的存在を好み，いわば表面的抽象性に留まり，形

態そのものをデザインする抽象構成主義的認識は

見られず，日本の創作ダンスが抽象構成主義の作

風を不得意とすることと対応している。

＜象徴性＞一外向性・内向性

　意味論の象徴性のうち，外向性・内向性を取り

上げる。ザックスは，1937年に，現代の機械時代

に於ては『文明は内向的動きを求める』15〕（p．446）

と述べ，まずダンスの象徴的意味を外向・内向と

類別した15）（pp．9－24）。

　画像から見ると，勝利・得意・喜び・明るさ・

手足の伸展・外旋などの型を取る外向的なものが

多く，全体で65．5％（男67，6％，女63．2％）となっ

た。美意識に於ては，喜び一快一美，は一連の類

型と思われる。反対に，内向的なものを見ると，

お辞儀・祈りなどが10．0％（男5．2％，女

15．8％），自閉的な床を這まわる・胎児的姿態，な

どが9．3％（男10．8％，女8．8％）見られた。お辞

儀・祈りに女性が多く，自閉的性向にはやや男性

が多い結果は，社会的しつけの反映であろうか。

しかし現代に於る，パフォーマンスや舞踏派注工2〕の

影響もあろう。

　75年あたりから，深刻で暗い舞踊作品が好まれ

なくなり，現代はむしろ明るさを志向する時代で，

学生の動向もこうした流れと対応しているものと

思われる。

　潜在的な内向性を，画面に対する偏りから判断

出来ると言う。画像は上方に片寄るものが70．8％

（男68．2％，女73．2％）となった，ゴーマンによる

とその心理は，『到達不可能な目標への欲求，空想

的満足，打ち解けにくさと近ずき難さ』5〕
（pp．159－61）と言う。そうだとすれば，内向的な

性向故に，外向的な結び付きを求める二重性が生

じるのかも知れない。

　5　新しい美意識の発掘

　画像の印象で興味深いものは，女性美の追及，

風俗的要素，すでに述べた極端な内向性の像，な

どであった。更に，芸術的孤高に通じる要素も見

られた。

　1．女性美の追及はダンスの永遠の主題でもあ

　　るが，むしろ今日では，性差が無くなり，女

　　性美の追及そのものが意識されることは少な

　　いが，やはり女性の画像の17．5％に女性的な

　　ものの強調が見られた。それに対する男性的

　　なものの強調は，レスラーを描いた一例のみ

　　であった。又，女性を描いた男性のうち，性

　　的強調が見られるものは，美容体操の脚を上

　　げる姿態，横向きの胸を突き出す座位の二例

　　であった。

　　　女性の強調は，恥らいの形・胸を抱くもの・

　　身体をくねらせるもの・髪を撫でるもの，な
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どが多く見られ，女性であることの満足感の

記述が多かった。大胆に下腹部と胸を強調す

るように手を添えるもの，脚を大きく開き，

天を押し上げるような形をとり，この説明を

読むとwombで，左右の手はovaryを示し，脚

はVaginaと対応していると言うものの二例

は積極的な女性像であろう。

2　風俗的ものは，街頭のパフォーマンス，若

者のしゃがみスタイル，猫背の若者の歩き姿，

パソコンの操作，コンパのイッキ飲み，女性

では太いまゆ，更に宇宙ロケットで打ち上げ

　られた人類の画像などが見られた。文面では，

こうした風俗的要素に対して，必ずしも肯定

的とはなっていないところが特徴であろうか。

3　大衆的要因に対する反発が見られ，芸術的

孤高や純粋さへの憧慢が42．7％（男34．0％，

女50．9％）に認められ，女性に純粋さへの志

向が高く見られた。

　結　　語

　観客そのものの隠れた意識を解読する手掛りと

して，D．A．P法を採用し，検討した。その結果，

現代の色々な要素が，若者達に的確に反映してい

ること，それは，舞踊のジャンルが，一部専門家

の問のみで成立し，他と孤立したものでなく，広

く受け入れられる共通性を持っていることを示し

ている。つまり，美的姿態の追及は，専門的な造

型芸術の知識を持ち，伝統的姿態を知り，自已の

聖なる霊感に従って純粋な美を追及する態度が求

められるが，それは又，俗なる時代感覚と離れた

ものでなく，聖俗一致の世界として認識されなけ

ればならないと言えるであろう。

注記

注1）ヴォリンスキー（1863－1926）はダンス像と意味

　　　の分析を行い先駆的存在となった。ザックス

　　　（1881－1959）は内向・外向などの対立する要因

　　　で舞踊を分析した。ツアハリアス（1923一）はユ

　　　ングの立場に立つ分析を行なっている。

注2）世阿弥の「風姿花伝」とノヴェールの「ダンス

　　　とバレエについての手紙」は優れた舞踊論とし

　　　て比較される。世阿弥に於ては，九つの類型，

　　　後期には三体思想を唱え，ノヴェールはO脚や

　　　X脚の形態などを論じた。

注3）1681年リュリの作品に始めて女性職業ダンサー

　　　が登場し，18世紀のロマンティック・バレエ期

注4）

注5）

注6）

注7）

注8）

注9）

には，ついに男性を追放し女性のみのバレエも

現れた。20世紀になるとベジャールはプリマ・

ドンナの時代は終ったと言い，再び男性中心の

バレエを創っている。

高等技法を交えたロボット的なダンス。1973年

ブロンクスのゲットーに現れ，特に少年に愛好

されている。

1982年の文部省体育局の統計によると，下身長

比は女子16－19歳の平均は86．1，男子17－20歳

は88．5，この45年間で女子，10．95％，男子，

10．64％，脚長になっている。

arabesque　ouverteとはバレエの基本的型で，変

化も多いが片手を挙げ反対脚を腕の反対方向に

伸ばすもの，従って直線を保ち，脚を挙げれぱ

腕は下がることになる。

ブラシス（1797－1878）はギリシャ彫刻にヒント

を得，アティチュードを創った。アラベスクの

膝を曲げること，脚の方向が白由なことに特徴

がある12〕。

インドのシバ神もアティチュードを採り，これ

は破壊と創造の活力ある二面性の表現とされ，

ジゼルに於てはアラベスクが多用され，アティ

チュードは一つも無いのがしきた一りである。

犯意は主観主義・客観主義の二大思想で異る。

主観主義とは，犯意を被疑者の主観に立ち入っ

て裁判官の心証で判断するもので，客観主義と

は被疑者の行為の因果関係を中心に裁判官の心

証で判断するものであり，現在は客観的立場に

近い折衷説が通説となり，行為の目的的行為か

どうかを合理的に判断する立場となっている。

注10）バランチン（1904－1983）はPure，simP1e，

　　　musica1ityなどを重んじ，形態的追及を行ない，

　　　アブストラクト・バレエの先駆者とも見られる

　　　が，彼自身は，白分をアブストラクトと認めて

　　　いない。

注11）1960年の初頭，土方巽・若松らが「650エクスペ

　　　リメント」を企画し，歪んだうずくまったダン

　　　スなどを発表した。やがてこうした傾向を舞踏

　　　と名ずけ流派を形成し，今日では世界に知られ

　　　ている。
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